
学科試験　筆記；100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

講師名

科目目標

１．急性期・回復期・慢性期・終末期の特徴と患者や家族の心理状態を理解し，その
　　対応を学ぶ。
２．手術・化学療法・透析療法・リハビリテーションを受ける患者および家族の心理的
　　特徴を理解する。
３．入院患者の疾病回復，社会復帰などに関する不安の特徴を理解する。
４．入院患者の家族のもつ不安の特徴を学ぶ。
５．在宅療養を続ける患者の心理状態を理解する。
６．在宅療養中の患者を介護する家族の心理状態を理解する。
７．医療従事者としての看護師の心理状態を理解する。
８．看護師として働く際のストレスへの対処方法を学ぶ。

講義形態 ①講義・演習

講義内容

１．急性期にある患者の心理
２．回復期にある患者の心理
３．慢性期にある患者の心理
４．終末期にある患者の心理
５．手術を受ける患者の心理
６．化学療法を受ける患者の心理
７．透析療法を受ける患者の心理
８．リハビリテーションを受ける患者の心理
９．入院患者の心理
10．在宅療養中の患者及び家族の心理
11．医療従事者としての看護師の心理

【テキスト／参考文献】

看護学入門６　基礎看護：基礎看護技術　（メヂカルフレンド社）

【評価】

外部講師

分野 専門分野 科目名 患者の心理Ⅱ

時間 15時間 開講時期 2年次（後期）


